
小坂町下水道事業経営戦略（2026（令和 8）～2035（令和 17）年度版） 概要版 
１． 策定主旨 ４．本町下水道事業の経営理念 

（１）目的 

   小坂町下水道事業経営戦略は、下水道事業を取り巻く社会情勢の変化や本町下水道事業が抱える課題や

今後の見通しに対応するため、将来にわたって事業の経営基盤を強化し、効率的かつ安定的に事業を継続

していくための中⾧期的な経営の基本計画として策定します。 

（２）対象事業 

 公共下水道事業(1 処理区)  ：1998（平成 10）年度供用開始（27 年経過） 

 特定環境保全公共下水道事業(1 処理区)：1991（平成 3）年度供用開始（34 年経過） 

（３）計画期間 

   2026（令和 8）年度～2035（令和 17）年度の 10 年間 

本町の下水道事業は、新規整備は概ね終了しており、今後は適切な維持管理及び効率的な事業運営の時代

となっていきます。そのため、経営理念としては、以下のとおりです。 

   ・持続可能な下水道サービスの提供：老朽化管に起因する道路陥没を未然に防ぎます 

   ・効率的な事業運営       ：広域化・共同化施策の推進に取り組みます 

５．今後の投資・財政計画 

（１）投資計画 

① 公共ます新設工事費   ：2026（令和 8）年度に、1,290 千円計上します。 

② マンホールポンプの更新費：2028（令和 10）年度から、年間 4,000 千円計上します。 

③ 流域下水道建設費負担金 ：2026（令和 8）年度から、年間 10,555～4,600 千円計上します。 

  ※特定環境保全公共下水道事業は、秋田県の事業であるため、投資計画は行いません。 

（２）収支見通し 

  現行の使用料体系の場合、経費回収率は微減傾向を示し、計画期間の最終年度である 2035（令和 17）年

度には、52.8%となる見込みです。使用料改定を検討し、2027（令和 9）年度から使用料改定をした場合、

2035 （令和 17）年度には経費回収率が 100.5%になる見込みです。一般会計繰入金は、2035 （令和 17）年度

には約 49 百万円となり、現在より約 66 百万円の削減がみられます。 

２．小坂町下水道事業の現状 

（１）下水道整備の状況 

   本町の下水道事業について、2024（令和 6）年度末における整備率は、人口普及率 94.2％、水洗化率

83.6％、下水道整備率 93.4％です。 

（２）経営の状況 

   2024 （令和 6）年度決算をもとに全国類似団体の平均値と比較し、現在の経営状況を分析しました。分

析結果の抜粋を以下に示します。 

① 収益的収支比率は、2 事業ともに、100％を上回っています。 

② 汚水処理原価は、2 事業ともに、類似団体より低い値となっています。 

③ 水洗化率は、公共下水道事業は類似団体及び全国平均より低い値となっていますが、特定環境保全

公共下水道事業は類似団体及び全国平均より高い値となっています。 

（３）2024（令和 6）年度の決算状況 

   2024（令和 6）年度の収益的収支は黒字となっています。 

３．将来の需要予測 

・行政人口   ：国立社会保障・人口問題研究所における「日本の地域別将来推計人口（令和 5 （2023）年

推計）」を採用しました。（推計値のない中間年度は直線補完により推計） 

・処理区域内人口：公共下水道事業は過年度実績値からの回帰式（直線式）による処理区域内人口比率を設定

し、特定環境保全公共下水道事業は 2024（令和 6）年度の処理区域内人口比率を現況固定

と設定した上で、行政人口に乗じて推計しました。 

・水洗化人口  ：2 事業ともに、2024（令和 6）年度の水洗化率を処理区域内人口に乗じて推計しました。 

・有収水量   ：2 事業ともに、2024（令和 6）年度の水洗化人口 1 人当たり有収水量を水洗化人口に乗じ

て推計しました。 

・処理水量   ：2 事業ともに、2024（令和 6）年度の有収率で各年度の有収水量を除して推計しました。 

・使用料収入  ：2 事業ともに、2024（令和 6）年度の使用料単価を各年度の有収水量に乗じて推計しまし

た。 

６．経営戦略の事後検証 
  今後の下水道事業運営は PDCA サイクルの流れに沿って行い、進捗管理は経営指標の推移を毎年度評価

することで行います。計画期間の中間年次（令和 12 （2031）年度）には、本計画における取組の進捗や社会

情勢、財務状況等を踏まえて検証し、中間見直しを実施する予定です。 

 

表 1 経費回収率及び一般会計繰入金の推移 

図 1 経費回収率及び一般会計繰入金の推移 

（千円）

R8 R9 R10 R11 R12

一般会計繰入金（現行） 114,539 131,624 127,791 120,910 111,205

一般会計繰入金（改定） 114,539 98,133 94,212 88,260 79,473

経費回収率（現行） 79.4% 58.7% 58.0% 57.3% 56.5%

経費回収率（改定） 79.4% 111.8% 110.4% 109.0% 107.6%

R13 R14 R15 R16 R17

一般会計繰入金（現行） 104,279 97,241 92,643 87,586 75,661

一般会計繰入金（改定） 73,478 67,371 63,699 59,573 48,580

経費回収率（現行） 55.8% 55.1% 54.4% 53.6% 52.8%

経費回収率（改定） 106.2% 104.9% 103.4% 102.0% 100.5%
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